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第
４
回　

史
学
科
卒
業
論
文
優
秀
賞

史
学
科
で
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
年
度
か
ら
、
優
秀
な
卒

業
論
文
を
表
彰
す
る
試
み
を
始
め
ま
し
た
。
従
来
、
卒
業
論
文
の

成
果
は
各
ゼ
ミ
内
で
の
み
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
学

科
全
体
で
共
有
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

今
年
度
も
口
頭
試
問
担
当
教
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
優
れ
た
卒
業

論
文
を
学
科
の
教
員
全
員
で
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下

の
三
編
の
論
文
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
二
〇
二
三
年
三
月
二
〇
日

（
月
）、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
学
位
記
授

与
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
寺
尾
春
香
（
日
本
中
世
史
・
梶
木
ゼ
ミ
）

　
　「
王
法
仏
法
相
依
論
の
成
立
と
展
開
」

〈
受
賞
理
由
〉

こ
の
卒
論
は
、
王
法
仏
法
相
依
論
に
関
す
る
近
年
の
研
究
史
を

整
理
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
自
ら
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
王

法
仏
法
相
依
論
は
、
そ
の
成
立
段
階
に
お
い
て
は
王
法
と
仏
法
が

一
対
の
概
念
と
し
て
主
張
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

展
開
過
程
で
、
仏
法
側
だ
け
で
な
く
王
法
側
も
、
そ
の
論
理
に
基

づ
く
政
治
的
行
為
を
行
な
っ
た
点
を
重
視
す
る
。
つ
ま
り
、
王
法

仏
法
相
依
論
は
こ
こ
に
至
っ
て
正
統
性
を
持
っ
た
と
す
る
。

難
解
な
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
主
要
な
史
料
の
正
確
な
読

解
と
解
釈
を
明
記
し
、
簡
潔
な
筋
道
で
要
旨
を
ま
と
め
あ
げ
た
点

を
高
く
評
価
し
た
い
。
あ
え
て
言
え
ば
、
そ
の
論
理
展
開
の
政
治

的
・
社
会
的
背
景
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
一
層

説
得
的
な
論
文
と
な
っ
た
点
を
指
摘
し
、
講
評
と
す
る
。

 

（
文
責 

梶
木
良
夫
）

◇
長
岡
万
柚
子
（
日
本
近
世
史
・
村
田
ゼ
ミ
）

　
　「
幕
末
期
京
都
に
お
け
る
治
安
維
持

�

─
会
津
藩
お
よ
び
新
選
組
の
役
割
を
通
し
て
─
」

〈
受
賞
理
由
〉

本
論
文
は
、
幕
末
期
京
都
に
お
け
る
治
安
維
持
の
特
質
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
幕
末
期
京
都
の
治
安
維
持
体
制

の
概
略
や
新
選
組
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
が
、
新
選
組
以
下
、
治
安
維
持
に
関
与
し
て
い
た

諸
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
役
割
や
、
各
組
織
間
の
関
係
、
ま

た
各
組
織
に
対
す
る
京
都
守
護
職
松
平
容
保
の
指
揮
・
命
令
権
に
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つ
い
て
は
、
明
確
で
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
。

本
論
文
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
六
月
の
池
田
屋
事
件
を

詳
し
く
分
析
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し

た
。
新
選
組
や
池
田
屋
事
件
は
、
と
か
く
興
味
本
位
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
論
文
で
は
新
た
な
分
析
方
法
を
示

し
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
大
い
に
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
文
責 

村
田
路
人
）

◇
堀
遥
香
（
西
洋
史
・
吉
村
ゼ
ミ
）

　�

　「
中
世
後
期
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
「
国
家
」

の
衰
退
─
シ
ュ
テ
ン
デ
の
台
頭
と
都
市
の
バ
ル
ト
海
交
易
に
お

け
る
商
業
活
動
─
」

〈
受
賞
理
由
〉

本
論
文
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
「
国

家
」
の
衰
退
を
、
同
修
道
会
の
支
配
領
域
に
あ
っ
て
バ
ル
ト
海
交

易
を
担
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
諸
都
市
の
商
業
活
動
研
究
の
近
年
の
成

果
を
手
掛
か
り
に
、
独
自
の
視
点
か
ら
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。

騎
士
修
道
会
と
、
こ
れ
に
対
立
し
た
シ
ュ
テ
ン
デ
と
プ
ロ
イ
セ
ン

同
盟
の
関
係
に
議
論
は
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に

と
ど
ま
ら
ず
、
中
欧
・
東
欧
の
広
範
な
地
理
的
領
域
を
視
野
に
入

れ
、
政
治
情
勢
や
宗
教
、
経
済
圏
と
そ
の
連
関
に
も
細
か
く
目
配

り
が
さ
れ
て
お
り
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
特
有
の
課
題
に
も
真
摯

に
向
き
合
っ
た
う
え
で
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
欧

文
の
一
次
史
料
や
最
新
の
研
究
成
果
を
活
用
し
、
学
外
の
研
究
会

に
も
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
学
究
姿
勢
が
反
映
さ
れ
た
完
成

度
の
高
さ
は
、
卒
業
論
文
と
し
て
は
き
わ
め
て
高
い
評
価
に
値
す

る
も
の
で
あ
る
。

 

（
文
責 

吉
村
真
美
）


